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◇ 試験概要
： ：
： ：
： ：
： ：
： ：
：

試験⽅法： 天井ユニットの試験体に加⼒治具を取り付け⼀⽅向加⼒試験を⾏い、その結果から下記のように設定された
損傷荷重時の変位を制御変位Daとし、±0.75Da、±1.0Da 、±1.25Da の各変位段階でそれぞれ3 回繰返し
加⼒試験を⾏う。

評価⽅法： JIS19形仕様において全ての⼀⽅向載荷試験の結果より、損傷荷重Pdを3000Nと設定し、
制御変位1.25Daを3回繰返し加⼒を⾏った結果、計測した各荷重値が損傷荷重Pd×0.8以上である場合
許容耐⼒を損傷耐⼒÷1.25=2400Nとする。

◇ ⼀⽅向加⼒試験結果

※損傷荷重3000Nと設定

◇ 繰返し加⼒試験結果
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◇ 試験体図

◇ 試験写真（⼀⽅向加⼒試験）
試験前

試験後

終局状況：野縁受けの座屈により荷重が低下したため終局とした。
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◇ 試験概要
： ：
： ：
： ：
： ：
：
：

試験⽅法： 天井ユニットの試験体に加⼒治具を取り付け⼀⽅向加⼒試験を⾏い、その結果から下記のように設定された
損傷荷重時の変位を制御変位Daとし、±0.75Da、±1.0Da 、±1.25Da の各変位段階でそれぞれ3 回繰返し
加⼒試験を⾏う。

評価⽅法： JIS19形仕様において全ての⼀⽅向載荷試験の結果より、損傷荷重Pdを3000Nと設定し、
制御変位1.25Daを3回繰返し加⼒を⾏った結果、計測した各荷重値が損傷荷重Pd×0.8以上である場合
許容耐⼒を損傷耐⼒÷1.25=2400Nとする。

◇ ⼀⽅向加⼒試験結果

※損傷荷重3000Nと設定

◇ 繰返し加⼒試験結果

：
：

使⽤部材： 吊りボルト ３分ボルト 仕上げ材 PB 9.5mm

検印 作成

耐震SMT Power天井 JIS19形 ユニット試験（ブレース⾓度60°）（野縁受け⽅向）

ブレース⾦具SMT
クリップ SMTクリップ

ハンガー CC-19⽤ビス付きハンガー ブレース材 C-60x30x10x1.6
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損傷荷重Pd  3629 N

1.0Da 4.40 mm
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◇ 試験体図

◇ 試験写真（⼀⽅向加⼒試験）
試験前

試験後

終局状況： 野縁受けが⼤きく変形し、荷重が上がらなくなったため終局とした。
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